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第7表．探屑追肥稲の玄米

試　験lネ：別

区
区
区
区

肥
施
恥
肥

韮
追
追
追

放
弘
鳩
遣

全
基
基
全

別区験試

肥
払
％
肥

基
迫
追
追

几
．
1

．
嘉
川
鳩
几
血

全
基
基
全

厚
刷
上

、
‖
U

粒
2
．
以

A
U
7
5
5
7

′

h

U

7

7

7

○

′

1

3

5

い

．
9

～

．
7

1

1

7
－
1
1

－

　

】

）

一

－

】

毎
7
2
4
．9

3
∠
U
3
2

′
0
′
0
′
n
V
5

9

　

　

0

　

0

′

5

二．トリ・、て

以　下

％

5

ノ

b

S

′

0

3

3

3

3

千粒：重

g

亡

J

2

5

0

1
－
2
2
3

▲
ワ
】
■
つ
∴
■
へ
′
】
2

3．結論と問題点

適確な沫屑追肥栽培は，分けつをおさえて有効茎歩合

を高め，大きな穂をつけて着粒数を増やし，米粒を大き

くすることが出来る．換言すれば栄養生長を調整し生租

生長を助長補強する新技術であり，稲作の多収栽培上重

視されるべき施肥技術と考える．

第8患．深層追肥稲の収穫物調査（昭34・35平均）
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この深層追肥技術は生育を調整し，短程穂並タイプの

稲をつくる独創的な技術であるといえる．しかしながら

未解決の問題も決して少くないので，その中掛こ問題と

なると思われるものは次の通りである．

1．品種間差があるかどうか．
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2．土壌別の効果．

3．肥料の種別（固形・粒状・液状）の効果．

4．深耕とのl対連性．

5．組数確保の限非．

6．能率を高める施肥機．

秋田県に於ける重粘地水田の特性と施肥法について

田　口　害久治・佐々木　　　同

（秋　田　県　農　試）

ま　え　が　き

秋田狼横手盆地の中央平坦都には重粘地水川が広く分

布し，粘土分が多く枇造の発達も少ないため透水性が不

良である．そしてこれらの上嶺は塩基吸着が強く低温下

の窒素放出の少ない点が逓められる．水稲の生育折は初

期生育が劣り中期から後期にかけて旺盛となるので，倒

伏あるいは病虫悪の恐れが多く最高収是は余り高くなく

且つ年による変動が大きい．以上の様な水附に対し施肥

位毘及び中干しの影符を知るため昭和35・36年の両年に

亘って現地試験を行った結果を報告する・

1．重粘地水田の特性

先に調査した重粘地水田の特甑こついて述べれば凡そ

次の如くである．

1）土性は各層共殆んどがLiC～HCである．

2）グライ励ま30～50C肋より見られ，作土山下よりは

稀であって透水性は第2層が軸こ大である．また透水性

の帥こグライ憎は低く且つ斑鉄の長も多い．

3）水稲の生育は初期不良で分けつ盛皇帥こかけて茎数

の増加が目立ち有効茎歩合は75％前後で低い．

4）収F領土→魁に籾／粟比が小さく玄米重は平均54〟グ

（α当り）であって低く稔実歩合もまた低い．

1．：玄米重と窒素施用是とのl対係．

第1図で見られる如く窒素0．8たグ内外が山と見られ特

に仙南地区においては窒素の増加に伴う玄米生産の能率

が低い偵向が見られる．

2．臥佗土NH3－Nの発生経過

‾重粘飽水肘の代表地点各2点と多収掛113点を選び風

佗上に湛水し20℃及び30℃に各3週間Incubateしその

NH3－N発生罠をみた結果は第2図である．これによれ

ば多収穫田では初期に208と300との発生量の差は大きく
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ないのに対し∴重粘地永日の仙l軋　二平比では303に比し

200の発生量が少い．この∴■王が活着や初期生育と関係す

るものの如くでこの土壌のはな地域にあってほ初潮生育

をある相生備保する必要があると考えられる．

3．pHを異にするNH4－Acによる紆換容量

拐拍l氏に準じpHをう封こしたNIJ4－－Acを用いてm換

容F】l：を測定しpH7に対する6及び5の1別合いを見たの

が第3声1である．このことについてはなお険討を要する

が一一一応塩基の吸着強度を力すものと考えると，pHの位

下により余り躍挽榔】l二は小さくならないが，多収穫刊で

は小さくなる偵向が見られる．すなわち施用窒素（加里）

の放日が重粘地水Hlにおいて少ないものと考察される．
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3．試験区名及び施肥＿是（α当り桓）
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4．耕種梗概

1区16．5〃官2，2速了臥折衷苗代，オオトリ（S・36）

農林41号（S．35）22．5×22．5ぐ軌全層5月23日，伍代5

月28日，深層7月15日（塩安水溶液を深さ15川に注入）

穂肥7月20日，田柚5月30臥1～6区に7月4日～7

月15日進中干し，7・8区は殆んど中干ししない．

3．試　験　結　果

生育結果は第3図と第4図に示したが，虫初の調査時

には施肥法による差異が認められ，草丈では植代＜全周

植代＜全層の順となり深層追肥は施肥畳が少ないため当

然乍ら劣った．7月15日ではこの差が更に離薯となり全

屑・全層植代がその伸びが目立った．この傾向は梓長で

も同様であったが，7月20日に穂肥を行ったものはその

後に草丈の伸びが見られ中干しない区は窒素増において

もやや草丈の伸びが見られる．穂長についても追肥区が
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第4図．草丈，程長

考

長日であった．茎数についても草丈と同様の傾向が見ら

れるが，7月1日においては概して全層植代が優り，植

代・全眉根代の両区は7月1日ですでに最高茎数に違し

ているのに対し，他では7月1日以後の分けつが目立っ

た．穂数ではこれらの傾向は変らなかった．また7月15

日に深層追肥を行ったものは茎数，穂数の絶体数は少な

いが有効茎比は何れも商い傾向が見られる．出恕期は追

肥を行ったものが早かった．

収量については第5・6L糾こ示した．
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この結果藁重は生育調査の結果に比例する憤向が見ら

れ，全屑＞全屑総代＞植代の順となり追肥区は少ない．

このことは両年共略同様の幌向であった．また中干し

区は少なく中干しなしの区が一般に重い．この結果玄米

重は粒代主体のものが全層より多く，更に追肥を行った

深層及び穂肥の両区が長高収量を示した．また中干し区

は36年度において優ったが，初年日に劣った．この関係

は生育品と収拾がむしろ反対の傾向を示すことを表わ

し，生育品が多く着粒数の多いものは稔実比が低下し，

批及び屑米重が多くなり玄米重が少ない結果となって蔽

われた．
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第6岡．ワラ重及び玄米重

追肥を行った両区は絵美比が高く千1三・■．種が大きい．従

って生育量の大きい仝屑・窒素椚仝戸別的代l天や小干しな

しの区は枇及び屑米屯共大である．倒伏についても析代

＜全屑附代＜全桐の順にその程度は大であった．

析物体の掌宗含量の推移については，7月1日すでに

柿代施用区が少く仝層が多い傾向が見られ紙代区は脱窒

によるものと考えられる．7ノ‾115Ltでも略同様の傾向が

見られた．この吋脚こ中干しを行ったが，「卜【こし区は低

い傾向が見られた．川和的：後の8月20円では深層・穂肥

とも追肥の影響がみられ，ワラ中のN濃度が大であっ

た．収穫期では大差なく中干ししない区はややワラ中の

含且が多く，中1二し区間では仝桐が多く，倒伏の柑度と

快l係がある様に見られる．

禁・夏倉妻盛壷
禦、　　も　ー　さ

第7図．千手、一雄．稔冥歩合

要　　　　　約

1．施肥法について，清弟は析代施肥が優るが以後仝

屑施肥がよくなり生育粕は全屑＞仝層柿代＞机代となっ

た．深層追肥・穂肥を行った場合は穂長が大となった・

2．収和は机代むしろ優り，仝屑施肥では減収する．

柑こ生育後ユー旬こ高混となった2年目ではこの傾向が大き

い．これは倒伏や柄虫割こよる稔冥歩合や千粒重が低下

したためである．追肥区は良好となり増収した．

3．すなわち全屑施肥では朱素の損失（流亡・脱零）

が少く地力の発現が地温の上井する中期以降となるため

生育量は大きくなるが，透水性がrl二なわないので収の活

件が劣り減収するものと考えられる．巾干しの効果は、ドり

然としなかった．

地　下　排　水　に　関　す　る　試　験

第1報．水稲の生育収量と養分の溶脱について

滝　沢　　　洗・吉　田　　　昭

（州形県農訳庄内分場）

1．緒　　　　　論

昭和33年度より3カ年にわたり，京北農訳との共同研

究で実施した寒冷地稲作技術水榊こ関する研究において

庄内平野を9土壌タイプに大別し，呑土壌区に生産性試

験及び綜合対策．試験を吏施した結果，庄内、ド町の低肛地

土壌の生産性を向上するため，地下水を排除し，縦水の

移動をはかり，水稲根の生育環境を良好にし，収最の構

成要素を拡大したまま決定要素を引き上げ得ると推察し

て，フレームで小文故を冥施した結果，好結果を得たので

実：捌li順で冥施した場合は如何になるかを試験するため

土壌「l勺に対象的な，肘l日日耶藤島m川‾三内分場（弧グライ




